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安全に関するご注意

●照明器具には寿命があります。設置して１０年※経つと、外観に異常がなくても内部の劣化は進行しています。点検・交換してください。
●ご使用の前に、「取扱説明書」をよくお読みいただくか、お買い上げの販売店または専門施工店にご相談の上、正しくお使いください。
●商品には安全にお使いいただくための注意シールが貼ってあるものがあります。ご使用の際はご確認の上、正しくお使いください。
●「安全に関するご注意」については、巻末の「照明器具の正しい使い方」にも記載しておりますので、ご一読ください。
※使用条件は周囲温度30℃、1日10時間点灯です。（エバーライトの場合10年：使用条件は周囲温度30℃、1日10時間点灯です。）

※1 海岸地帯の目安は　　　　　　を参照

一般屋外用照明器具の使用禁止場所

一般屋外用照明器具の施工時のご注意

設置場所の風の影響に
適した耐風速仕様の器
具をご使用ください。

ポール内には水が溜ま
りやすいので充分な水
抜き施工を行い、ポール
内へ川砂を地面より上部
（砂側が高くなるように）
まで入れてください。

ポール地際部の腐食防
止のため、必ずコンクリー
ト根巻きをしてください。

塩害で腐食した器具の例

安全のためのガード設置例

照明器具は高温となり
ますので、人が触れる恐
れのある場合は、ガード
などで保護してください。

ジェットコースターなど
振動が起こる場所

塩素を使用している屋内
プールなど

●温泉地などの腐食性ガス
が発生する場所
●湿度の高い場所や業務用
浴室やサウナなど、常時
高温・高湿度になる場所

海岸地帯※1または塩素を
使用している屋内プールなど
（耐食処理を施した照明器具、
アーム、ポールは使用できます。）

■下記の使用禁止場所や施工内容をお守りください。誤って使用されますと器具落下、感電、火災などの原因となります。
　また、照明器具には個別の注意事項がありますので、承認図などでご確認ください。

当社の照明用ポールの設計強度は、「一般社団法人日本照明工業会規格照明用ポール強度計算基準JIL1003:2009」によっています。
したがって、地表からの高さが14mを越えるところ（地表から14mを越える建物の屋上や陸橋、海面から14mを越える橋梁など）に設置する場合は別途強度検討が必要となります。
また、安全にお使いいただくために、定期的な点検と必要に応じた補修をお願いいたします。

一般社団法人　日本照明工業会規格（抜粋） 照明用ポール強度計算基準 JIL 1003：2009による

1 適用範囲

3 荷重
3.1 固定荷重

3.2 風荷重
3.2.1 設計風速この規格は、鋼製及びステンレス鋼製照明ポール（以下ポールという）並びに接合材の風荷重、固

定荷重に対する強度計算に適用する。ただし、照明器具などの付属品も含めた全体の高さが14m
以下で、主柱が丸形断面で1本柱の形状のポールとする。
注記　橋梁又は高架部において車両走行による影響を考慮する場合は附属書によるとよい。この規格に規定
　　　する以外の事項に関しては、建築基準法施行例その他、関連ある基準又は指針による。

固定荷重は、ポールのアーム及びポールに添加される種々の器具（以下、附属物という）の重量と
する。静的な鉛直下向きの荷重規格値のある場合はその値とし、無い場合は材料の密度又は単
位体積重量（又は単位面積重量）に体積（又は面積）を乗じて計算する。照明専用ポール及び附
属物の取り付け数量が少ない場合は、固定荷重を考慮しないことができる。

設計風速（Vcr）は Vcr=60m/s とする。
地域、設置条件などにより設計者または製作者と、使用者又は設置者間で設計風速について
取り決めがある場合は、それを採用する。沖縄、九州の一部及び離島に設置される場合で、一
般に比較して明らかに強風が吹く地域と判断される場合は、建築基準法施行例、建築物荷重
指針などを参照し、地表面の状況により速度圧の割増しを行うことが望ましい。橋梁又は高架
部で設置高さが高い場合は、同様に速度圧の割増しを行うことが望ましい。ただし、その際の速
度圧は、設計風速60m/sによって計算した値を下限値とする。附属物を含めポールの高さが
6m以下のものについては設計風速40m/sを採用してもよい。ただし、道路に設置する場合は
設計風速50m/sを下限とし、建物の屋上、山稜、高架、橋梁及び沿岸部などに設置される場合
は60m/sとする。

Ｄ119頁

Ｄ126頁

屋外照明器具の使用に関しての留意点
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安全に関するご注意

 屋外用照明器具は、様々な屋外環境で使用する可能性があります。本カタログ掲載の屋外用照明器具は、基本的に一般屋外仕様で、通常の使用
には耐えうる耐食性を有していますが、海岸地帯など特殊な環境でご使用の場合は、短期間での発錆など不具合の可能性が高くなります。
一部の器種においては、「重耐塩害仕様」・「耐塩害仕様」をご用意しておりますので、設置する環境に応じてこれらの器種をご使用ください。
 
 ※ 特に記載のない商品については、下記掲載の「照明器具及び照明用ポールの耐塩害に関するガイド」における耐塩害レベル（重耐塩・耐塩）を適用する地域で
はご使用いただけませんので、別途ご相談ください。 

■照明器具及び照明用ポールの耐塩害に関するガイド

一般社団法人　日本照明工業会　ガイド117：2010「照明器具及び照明用ポールの耐塩害に関するガイド」（抜粋）

1.目的　近年、港湾施設の整備や海浜公園の拡大などに伴い、塩害が予想される海岸
付近に設置される照明施設が増大している。これら塩害が予想される地域に設置される
照明器具、照明用ポール（照明用ポールには「アーム」も含む。以下同様。）について十分
な対策を示す指針がなく、塩害による腐食に起因するトラブルが増加し、一般的な防錆対
策以上の表面処理、材料指定などが必要となってきた。

2.適用範囲　照明器具、照明用ポールの防食は、重工業地帯での腐食性ガス、冬季に
使用される融雪剤、及び凍結防止剤などについても十分な検討が必要であるが、このガイ
ドでは海岸地域の耐塩害についてだけ考慮する。

3. 耐塩害レベル　耐塩害レベルは次の2段階とする。
a）重耐塩：常時、飛来塩分が高濃度の地域に求められるレベル
b） 耐塩：常時、飛来塩分があり、気象条件により高濃度になることのある地域に求められるレベル
　 それぞれのレベルを適用する地域は、海岸からの距離で単純に線引きできるものではな
い。飛来塩分は海岸線の状況（外海、内海、港湾、砂浜など）、海抜高さなどにより複
雑に影響を受けるため、地域特性によりレベルを判断せざるを得ない。既存の周辺諸
設備の発錆状況などを考慮して、受け渡し当事者間で協議、決定することを推奨する。

4.使用材料と表面処理
4.1 使用する照明器具、照明用ポールの材料に対する表面処理は、表1に示す塗料の
特性を考慮して適切なものを選定する。

4.2 塩害を受けると予想される地域に使用する照明器具、照明用ポールの材料及びその
表面処理は、設置される地域の塩害レベルにより表2、表３から選定する。

4.3 表2、表３に示す上塗り塗料は、密閉タイプの照明器具については外郭用、照明用
ポールについては外面用の塗装に用いる。

4.4 上塗り塗料の特性を生かすには下地処理の影響が大きく、表2及び表3に示す塗料
の耐塩害レベルに対応した特性を得るには、その塗料に適した下地処理を施すこと
が必要である。

4.5 表1に示した塗料については、膜厚及び塗り回数により耐塩害レベルに大きく影響す
る場合がある。表2及び表3に素材別に推奨する塗装仕様を記載したが、実使用環
境下で要求される耐塩害レベルに合わせて当事者間で決定することが望ましい。

5.施工及び維持管理方法について
a） 海に隣接した地域で、高架下などの雨水のかからない場所に設置される場合は、付    
着した塩水飛沫が雨水により洗い流されないため、腐食が促進されることがある。定
期的な清掃により塩分の洗い流し作業を実施する。

b） 照明用ポールの地際部は腐食しやすいため、基礎を地表に必ず出し、勾配をつけるな
ど水切り対策を施すことが望ましい。

c）  輸送、施工又は使用中についたキズは速やかに補修塗装を実施する。
d）  照明用ポール基礎のコンクリート骨材中に塩分が含まれていないよう配慮する。

6.その他塩害に対する留意点
a） 開放タイプの照明器具では、塩分の付着によるソケット部などの絶縁低下に対する処
置を考慮する。

b） 密閉タイプの照明器具では、ランプ交換、清掃などメンテナンスの際に開閉する部分
のパッキンの材質は、耐候性を考慮したものを選定する。

c）  塩害地域で、かつ重工業地帯と重なる場所は、耐薬品性なども考慮する。
d） 接合部に使用するボルト類は、溶融亜鉛めっきボルト又はSUS304以上のものを
使用する。

塗料
記号

塗装
方法

焼付 ● ◎

◎

◎

◎

○

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

◎

△

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

△

○

○

○

○

△

◎

◎

△

◎

◎

○

◎

◎

◎

○

◎

○

△

中

7～10年

7～10年
7～10年

7～10年

7～10年
7～10年

ー

15～20年
15～20年

3～5年

中
中
中
中
高
高
中
中
低

● ●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

焼付
常乾
焼付
焼付
焼付
常乾
焼付
常乾
常乾

塗膜
硬度

光沢
保持性

照明
器具 ポール コスト耐塩性 白亜化

ポール
塗り替
え年数

アクリル樹脂系塗料

材　料　名

A

B

C
D

E

F

G

ポリウレタン樹脂系塗料

ポリエステル樹脂系塗料
エポキシ変成メラミン樹脂系塗料

フッ素樹脂系塗料

アクリルシリコン樹脂系塗料

フタル酸樹脂系塗料

記号の意味は次の通り。 　　●：適用可　☆：特優　◎：優　○：良　△：可

表.1　耐塩塗料特性表

 
   

注記1

注記2
注記3

注記4

 

光沢保持特性及び白亜化については防錆に加えて、見映えを重視する公園などに設置する場合に特に
配慮する。（白亜化とは塗装面の光沢がなくなり、白土のような表面になる現象をいう。チョーキングともいう）
塗膜硬度は砂などが海からの風で絶えず吹き付けられる場所に設置する場合に考慮する。
コストについては、塗装材料費だけでなく工程、設備の状況などにより影響を受けるため、目安としての表現
とした。
一般的に焼付塗装された照明器具の場合、設置後に補修塗装されることは稀で、補修塗装が行われずに
耐用年数10年で使用終了することを前提としていることから、塗替年数はポールのみとした。
（耐用年数とは、錆が発生しても機能上、安全上問題が無く使用できる期間をいう。）

 

耐塩害
レベル

重耐塩

SUS304
ADC、AC
板・形材など

ADC・AC
板・形材など
皮膜処理材
処理鋼材

SUS304又はSUS430

鋼  材

鋼  材
鋼  材

鋼  板

アルミ
合  金

アルミ
合  金

A、B、C、E又はF 溶剤系塗料の場合は、2回焼付塗装を推奨とする。

溶剤系塗料の場合は、2回焼付塗装とする。

溶剤系塗料の場合は、2回焼付塗装を推奨とする。
溶剤系塗料の場合は、2回焼付塗装を推奨とする。

A、B、C、E又はF
A、B、C、E又はF

溶融亜鉛めっき後

より高い防錆性能を要求される場所には、溶融
亜鉛めっき後、塗装を推奨する。

より高い防錆性能を要求される場所には、溶融
亜鉛めっき後、塗装を推奨する。

亜鉛めっき鋼鈑又は同等以上のコーティング。
アルマイト処理又は同等以上のコーティング。

A、B、C、E又はF

溶融亜鉛めっき後
A、B、C、D、E又はF

A、B、C、D、E又はF

A、B、C、D、E又はF

溶融亜鉛めっき

A、B、C、E又はF
A、B、C、D、E又はF
無塗装
A、B、C、D、E又はF

溶融亜鉛めっき

耐塩

照 明 器 具 材 料 備 　 　 考表面処理
（表1の塗料記号）

表.2　照明器具の材料及び表面処理

 塩害についての注意事項

耐塩害
レベル

重耐塩

SUS316又はSUS304

鋼  材

鋼  材

アルミ合金

A、B、C、E又はF

A、B、C、E又はF

溶融亜鉛めっき後

より高い防錆性能を要求される場所には溶融
亜鉛めっき後、塗装を推奨する。

A、B、C、E又はF

溶融亜鉛めっき後
A、B、C、E、F又はG

A、B、C、E又はF
A、B、C、E又はF

溶融亜鉛

注 道路、広場などに設置されるテーパーポールの表面処理は、JIL 1001「照明用テーパーポール（鋼製）」による。

めっき

耐塩

ポール材 料 備 　 　 考表 面処理
（表1の塗料記号）

より高い防錆性能を要求される場所には
SUS316を推奨する。

アルミ合金
SUS304

表.3　照明用ポールの材料及び表面処理
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安全に関するご注意

表1 適正交換時期の目安

■経過年数別腐食状態

JIS C 8105-1：2010「照明器具-第1部：安全性要求事項通則」解説より

使用時間 1,500時間／年（5時間／日） 5,000時間／年（17時間／日）

交換時期（年）

電　圧使
用
条
件

定格 105% 定格 105%

温度（℃）

主な用途 体育館・会議室 工場（2交替）

30以下

15 10 14 7 6 3 4 2

40 30以下 40 30以下 40 30以下 40

 照明器具の保守・点検について

 照明器具の寿命について

 ポールの寿命について

※当社ホームページ（www2.panasonic.biz/es/lighting/shisetsu/
renewal/shoumei/rn/03/index.html）でも［保守点検について
（安全チェックシート）］として公開しておりますのでご活用ください。
右図は［非住宅一般用・CLX2021BA］ですが、これ以外にも［非
住宅特殊環境用］、［屋外用（高所取付等）］、［昇降装置用］なども
準備しております。

※点検されないで長期間使い続けると稀に落下・感電・発煙・火災な
どに至る場合があります。

■照明器具の寿命診断制度
　さらに詳細な判定が必要な場合には、照明器具の寿命診断を有料にて
　承ります。最寄りの当社営業所までお問い合わせください。

0

0 5 10 15

0
20
40
60
80
100

1 2 3 54
累積点灯時間（万時間）

磨耗故障期
平均的耐用年限

累積点灯年数（10時間/日、年間3,000時間点灯）

累
積
故
障
率（

　）
%

寿命期

器具耐用の限度

図1 照明器具の累積故障率

■照明器具（=安定器）の累積故障率
 JIS C 8105-1：2010「照明器具-第1部：安全性要求事項通則」解説より

電気用品には絶縁物を使用する関係上、劣化に伴い約10年を寿命としています。
10年以上経過した照明器具について器具取り替えをお願いします。

鋼製照明用ポールは、設置場所、気象条件および交通量などの使用環境によるストレスにより、腐食や金属疲労などの経年劣化を起こします。
経年劣化が進行したポールをそのまま使用し続けると大事故に至る可能性があります。日頃の点検・補修などの適切な処置および早めの交換をお願いいたします。

1年に1回は「安全チェックシート」に基づき自主点検してください。
3年に1回は工事店などの専門家による点検をお受けください。

●照明器具を常温（25±15℃）の環境で定格電圧で集団使用されている
場合の使用期間と累積故障率との一般的な関係は図1のとおりです。
●電気用品の技術基準の電気絶縁材料の性能の限界の40,000時間
は平均的なものであり、実際に電気部品となったときは、諸条件が影
響し、30,000時間くらいから磨耗故障期に入るとされています。

日本照明工業会の寿命説明
●設置後10年が、照明器具の点検&交換の目安です。
※10年を過ぎた照明器具は外観だけでは判断できない劣化が進んでいます。
※ 安定器が絶縁劣化によって発煙する、コイルの異常発熱による断線、コンデン
サの破損などが報告されています。
安全を考え、早めの点検・交換を心掛けてください。

●鋼製照明用ポール設置後、6～10年でラ
ンクA（危険）に至るような腐食進行したも
のが見受けられます。設置環境状況や、メ
ンテナンス状況により腐食程度が大きくば
らつきます。
●定期的な点検・補修を行うことによりトラブ
ルを未然に防ぐことができます。

100%

0～5年
（87本）

6～10年
（61本）

11～15年
（22本）

16～20年
（40本）

21～25年
（86本）

26～30年
（131本）

31～35年
（96本）

経過年数
（調査本数）

90%

80%

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%

■特に異常なし　■ランクB（劣化進行）およびランクC（劣化軽微）　■ランクA（危険）

チェックシート〈非住宅一般用〉 チェックシート〈屋外用照明器具固定構造部材〉

ビニル電線被覆が熱のために変形し、もろくなっています。このまま
使用を続けると発煙・発火などの危険を招くことになります。

寿命末期の安定器内部

ポールの腐食した例一般社団法人 日本照明工業会
「鋼製照明用ポール 点検・診断のおすすめ」より

屋外照明器具の使用に関しての留意点
安全に関するご注意
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※直角85°方向の光度から推定してもよい。

鉛直角85°以上の輝度※

照明器具の高さ

鉛直角85°方向の光度

20,000 cd／ｍ2以下

4.5ｍ未満

2,500cd以下

4.5～6.0ｍ

5,000cd以下

6.0～10ｍ

12,000cd以下

総合効率

50 lm／Ｗ以上

60 lm／Ｗ以上

ランプ入力電力

200Ｗ未満

200Ｗ以上

本来暗い場所を伴う
領域：国立公園、際
立った自然景観を持
つ領域

周辺の輝度が低い領
域：一般的に市街地
および田園地帯の外
側の領域（地所に宅
地道路基準で照明さ
れる道路が含まれる
場合）

周辺の輝度が中間的
な領域：一般的に市
街地 

周辺の輝度が高い 
領域：一般的に宅地
と商業地が混在する
市街地で夜間の活動
が多い領域

※照明領域ⅢおよびⅣの上方光束比率は暫定的に許容される範囲を示します。
※照明環境Ⅳは短期的な対策に限られ、長期的・広域的な目標としての選択は望ましくないとされています。

照明環境
類型

照明環境Ⅰ
｢あんぜん｣の
照明環境

照明環境Ⅱ
｢あんしん｣の
照明環境

照明環境Ⅲ
 ｢やすらぎ｣の
照明環境

照明環境Ⅳ
｢たのしみ｣の
照明環境

上方光束比

照明器具
の例

該当する
照明器具
の表示

対象
イメージ

●自然公園 
●里地・田園

●里地・郊外 ●地方都市 
●大都市および周辺

●都市中心部

０％ ０～５％ ０～15％※ ０～20％※

CIE
（国際照明
委員会）
による
環境地域

上方光束比

0 0～5
上方光束比

5～15
上方光束比

15～20
上方光束比

水銀灯

高圧ナトリウム灯

セラメタ

セラメタプレミアSPD

エバーライト50

エバーライト140

ランプ

ＨＦ４０Ｘ
ＨＦ１００Ｘ
ＨＦ２５０Ｘ
ＨＦ４００Ｘ
ＭＦ１００・Ｌ/ＢＤ
ＭＦ２５０・Ｌ/ＢＤ-ＳＣ-2
ＭＦ４００・Ｌ/ＢＤ-ＳＣ-2
ＮＨ７０Ｆ
ＮＨ１１０Ｆ・Ｌ
ＮＨ２２０Ｆ・Ｌ
ＮＨ３６０Ｆ・Ｌ

MT150C-WW-SPD

MT１５０CE-ＬW-KA
　　　ー
　　　ー　

ランプ全光束
（lm）

1,400
4,200
12,700
22,000
6,000
24,000
43,000
6,200
10,600
25,000
45,000

18,800

14,500
4,550
13,300

51
114
260
415
114
260
415
85
125
240
385

163

170
55
155

27.5
36.8
48.8
53.0
52.6
92.3
103.6
72.9
84.8
104.2
116.9

115.3

85.3
82.7
85.8

×
×
×
×
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○

安定器入力電力
（Ｗ）

総合効率
（lm／Ｗ）

推奨

マルチハロゲン灯

（水平点灯時）

（１）照明率

（２）上方光束比

（３）グレア

（４）省エネルギー

ランプ光束

器具効率

照明率

照明領域

電流

器具光束

光源

下方光束

照明器具

漏れ光

障害光

障害光

障害光

不快光・グレア

動植物への影響

上方光束

夜空の明るさ
への影響

■評価項目

「光
ひかりがい

害対策ガイドライン」の概要

平成10年3月、環境庁（現環境省）により「光害対策ガイドライン」
～良好な照明環境のために～が策定されました。（平成18年12月改訂）
「光

ひかりがい

害」とは、良好な「光環境」の形成が、人工光の不適切あるいは配
慮に欠けた使用や運用、漏れ光によって阻害されている状況、またはそ
れによる悪影響のこと。都市化や交通網の発達で屋外照明が増え、過
剰に使用されることが多くなった結果、日常生活やさまざまな活動、野生
の動植物や農作物などに悪影響を与えると指摘されていました。
「光害対策ガイドライン」は、社会的状況や自然環境といった地域特性
に即した屋外照明のあり方を設定し、光害を抑えて、良好な照明環境
の実現をめざすものです。また、効率的な照明で消費電力を抑えること
は、火力発電などからの二酸化炭素排出量の削減につながるため、地
球温暖化対策の一助となることが期待されています。ここでは、街路照
明器具に絞って「光害対策ガイドライン」の内容の一部を抜粋してご
紹介します。

「光
ひかりがい

害対策ガイドライン」では

街路照明器具を対象に、光害を抑える照明器具
の推奨基準として4項目が設定されています。
これらの基準は、ＪＩＳや各種技術指針などの既存
基準を踏まえた上で、光害抑制の観点から、「漏
れ光」の抑制など街路照明器具単体として配慮
すべき事項がまとめられたものです。

①照明率

②上方光束比

照明率が低いと漏れ光が多くなり、人や動植物に悪影響を及ぼす障害光が多くなりま
す。そこで、照明率が高くなるような機器の設置が推奨されています。

光害対策ガイドラインでは、照明環境類型（Ⅰ～Ⅳ）とそれにふさわしい上方光束比が設定
されており、照明器具を設置する地域全域（主として市町村単位）に共通の照明環境類
型を広域目標として選択します。
基本となるのは照明環境Ⅱ（「あんしん」の照明環境）で、使用する街路照明器具は、設置
された状態で上方光束比０～５％であることが推奨されています。ただし、すぐに推奨基
準の達成が難しい繁華街などの地区は、地区内に限った暫定的な対策として、上方光
束比０～15％または０～20％を短期的目標とすることも可能です（照明環境Ⅲ、Ⅳ）。
また、特別に自然環境への地域が必要とされる地区については、広域目標としての照明
環境類型より高い目標を適用し、上方光束比を０％とすることができます（照明環境Ⅰ）。

■地域特性に応じた照明環境類型と上方光束比

③グレア
①基本的には、既存ＪＩＳ、技術指針に従う。
②ハイウェイ灯の場合は、JIS C8131「道路照明器具」における光特性の項目に従う。
③ 街路灯などは、照明学会・技術指針「歩行者のための屋外公共照明基準」における
グレアの制限の項目に従う。
④ 設置条件に応じて、環境への影響の有無を「屋外照明等設置チェックリスト」で確認
する。

⑤ ＨＩＤランプを使用する場合には、器具の透過材を通して通常の通行に際し、光源が目
に入らないように配慮する。
　 基本的には、既存ＪＩＳ、技術指針に従いますが、グレアによる環境への影響は条件で
変わることが考えられるため、「屋外照明等設置チェックリスト」で再度、環境への影響
を検討する必要があります。　　

■ 照明学会「歩行者のための屋外公共照明基準」における「グレア制限」の項目
（取り付け高さ10ｍ未満のもの）

④省エネルギー性
① 省エネルギー性の高い光源を使用
する（総合効率の向上）。

注） 総合効率とは、ランプの全光束を安定器の入
力電力で割った値。（lm/W）

■街路照明機器の効率（推奨値）

注） 高圧ナトリウム灯、マルチハロゲン灯などを推奨。
基本的には水銀灯は推奨しない。

⑤その他／特殊事例における配慮事項
以上の推奨基準を満たしても、居住者、天体観測への影響、動植物・生態系への影響が
大きいと懸念される地域・状況においては、個別事情に応じて、フード、ルーバ、遮光板など
を設置するなどの追加装備による対策を行う。

■ランプの総合効率例（200Ｖ）

光害への配慮
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屋外照明器具の使用に関しての留意点
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安全に関するご注意

くぼ地など冠水する恐れのある場所       金属製車輪や重量
運搬車および一般乗
用車の通る場所      

ポール内には水が溜
まりやすいので充分
な水抜き施工を行
い、川砂を地面より
上部（砂側が高くなる
ように）まで入れてくだ
さい。

フットスタンドの施工には必ず埋込ボックスを使用してください。
YYY90165の例
●埋込ボックスは下面開放です。必ず排水処理管を施工してください。
●人が容易に触れる場所に設置される場合は、照明器具が動かないように、 
　埋込ボックスをモルタル等で固定してください。

海岸地帯※1または塩
素を使用している屋内
プールなど
（耐食処理を施した照明
器具・アーム・ポールは
使用できます。）

除雪作業を行う場所
（器具破損の恐れ）

埋込ボックス内は水が
溜まりやすいので充分
な水抜き施工を行って
ください。

HIDと白熱灯の地中埋
込器具はガラス面が高
温となりますので、人が
触れる恐れのある場合
は、ガードなどで保護し
てください。

建物周辺部照明器具の使用禁止場所

建物周辺部照明器具の施工時のご注意

ローポールライト フットスタンド

砂利

川砂

水
抜
き

水抜き施工

埋込
ボックス

埋込
ボックス

水抜き施工

●照明器具には寿命があります。設置して１０年※経つと、外観に異常がなくても内部の劣化は進行しています。点検・交換してください。
●ご使用の前に、「取扱説明書」をよくお読みいただくか、お買い上げの販売店または専門施工店にご相談の上、正しくお使いください。
●商品には安全にお使いいただくための注意シールが貼ってあるものがあります。ご使用の際はご確認の上、正しくお使いください。
●「安全に関するご注意」については、巻末の「照明器具の正しい使い方」にも記載しておりますので、ご一読ください。
※使用条件は周囲温度30℃、1日10時間点灯です。（エバーライトの場合15年：使用条件は周囲温度30℃、1日10時間点灯です。）

※1 海岸地帯の目安は　　　　　を参照

■下記の使用禁止場所や施工内容をお守りください。誤って使用されますと器具落下、感電、火災などの原因となります。
　また、照明器具には個別の注意事項がありますので、承認図などでご確認ください。

建物周辺部照明器具の使用に関しての留意点

排水処理管
（別途）保護管（別途）

埋込ボックス

BBQ351-06写真はイメージです。

D126頁
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温泉泉

砂利

川砂

水
抜
き

ポール

コンクリート
根巻き

安全に関するご注意

●照明器具には寿命があります。設置して１０年※経つと、外観に異常がなくても内部の劣化は進行しています。点検・交換してください。
●ご使用の前に、「取扱説明書」をよくお読みいただくか、お買い上げの販売店または専門施工店にご相談の上、正しくお使いください。
●商品には安全にお使いいただくための注意シールが貼ってあるものがあります。ご使用の際はご確認の上、正しくお使いください。
●「安全に関するご注意」については、巻末の「照明器具の正しい使い方」にも記載しておりますので、ご一読ください。
※使用条件は周囲温度30℃、1日10時間点灯です。（エバーライトの場合10年：使用条件は周囲温度30℃、1日10時間点灯です。）

※1 海岸地帯の目安は　　　　　　を参照

一般屋外用照明器具の使用禁止場所

一般屋外用照明器具の施工時のご注意

設置場所の風の影響に
適した耐風速仕様の器
具をご使用ください。

ポール内には水が溜ま
りやすいので充分な水
抜き施工を行い、ポール
内へ川砂を地面より上部
（砂側が高くなるように）
まで入れてください。

ポール地際部の腐食防
止のため、必ずコンクリー
ト根巻きをしてください。

塩害で腐食した器具の例

安全のためのガード設置例

照明器具は高温となり
ますので、人が触れる恐
れのある場合は、ガード
などで保護してください。

ジェットコースターなど
振動が起こる場所

塩素を使用している屋内
プールなど

●温泉地などの腐食性ガス
が発生する場所
●湿度の高い場所や業務用
浴室やサウナなど、常時
高温・高湿度になる場所

海岸地帯※1または塩素を
使用している屋内プールなど
（耐食処理を施した照明器具、
アーム、ポールは使用できます。）

■下記の使用禁止場所や施工内容をお守りください。誤って使用されますと器具落下、感電、火災などの原因となります。
　また、照明器具には個別の注意事項がありますので、承認図などでご確認ください。

当社の照明用ポールの設計強度は、「一般社団法人日本照明工業会規格照明用ポール強度計算基準JIL1003:2009」によっています。
したがって、地表からの高さが14mを越えるところ（地表から14mを越える建物の屋上や陸橋、海面から14mを越える橋梁など）に設置する場合は別途強度検討が必要となります。
また、安全にお使いいただくために、定期的な点検と必要に応じた補修をお願いいたします。

一般社団法人　日本照明工業会規格（抜粋） 照明用ポール強度計算基準 JIL 1003：2009による

1 適用範囲

3 荷重
3.1 固定荷重

3.2 風荷重
3.2.1 設計風速この規格は、鋼製及びステンレス鋼製照明ポール（以下ポールという）並びに接合材の風荷重、固

定荷重に対する強度計算に適用する。ただし、照明器具などの付属品も含めた全体の高さが14m
以下で、主柱が丸形断面で1本柱の形状のポールとする。
注記　橋梁又は高架部において車両走行による影響を考慮する場合は附属書によるとよい。この規格に規定
　　　する以外の事項に関しては、建築基準法施行例その他、関連ある基準又は指針による。

固定荷重は、ポールのアーム及びポールに添加される種々の器具（以下、附属物という）の重量と
する。静的な鉛直下向きの荷重規格値のある場合はその値とし、無い場合は材料の密度又は単
位体積重量（又は単位面積重量）に体積（又は面積）を乗じて計算する。照明専用ポール及び附
属物の取り付け数量が少ない場合は、固定荷重を考慮しないことができる。

設計風速（Vcr）は Vcr=60m/s とする。
地域、設置条件などにより設計者または製作者と、使用者又は設置者間で設計風速について
取り決めがある場合は、それを採用する。沖縄、九州の一部及び離島に設置される場合で、一
般に比較して明らかに強風が吹く地域と判断される場合は、建築基準法施行例、建築物荷重
指針などを参照し、地表面の状況により速度圧の割増しを行うことが望ましい。橋梁又は高架
部で設置高さが高い場合は、同様に速度圧の割増しを行うことが望ましい。ただし、その際の速
度圧は、設計風速60m/sによって計算した値を下限値とする。附属物を含めポールの高さが
6m以下のものについては設計風速40m/sを採用してもよい。ただし、道路に設置する場合は
設計風速50m/sを下限とし、建物の屋上、山稜、高架、橋梁及び沿岸部などに設置される場合
は60m/sとする。

D119頁

D126頁

屋外照明器具の使用に関しての留意点
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安全に関するご注意

 屋外用照明器具は、様々な屋外環境で使用する可能性があります。本カタログ掲載の屋外用照明器具は、基本的に一般屋外仕様で、通常の使用
には耐えうる耐食性を有していますが、海岸地帯など特殊な環境でご使用の場合は、短期間での発錆など不具合の可能性が高くなります。
一部の器種においては、「重耐塩害仕様」・「耐塩害仕様」をご用意しておりますので、設置する環境に応じてこれらの器種をご使用ください。
 
 ※ 特に記載のない商品については、下記掲載の「照明器具及び照明用ポールの耐塩害に関するガイド」における耐塩害レベル（重耐塩・耐塩）を適用する地域で
はご使用いただけませんので、別途ご相談ください。 

■照明器具及び照明用ポールの耐塩害に関するガイド

一般社団法人　日本照明工業会　ガイド117：2010「照明器具及び照明用ポールの耐塩害に関するガイド」（抜粋）

1.目的　近年、港湾施設の整備や海浜公園の拡大などに伴い、塩害が予想される海岸
付近に設置される照明施設が増大している。これら塩害が予想される地域に設置される
照明器具、照明用ポール（照明用ポールには「アーム」も含む。以下同様。）について十
分な対策を示す指針がなく、塩害による腐食に起因するトラブルが増加し、一般的な防錆
対策以上の表面処理、材料指定などが必要となってきた。

2.適用範囲　照明器具、照明用ポールの防食は、重工業地帯での腐食性ガス、冬季に
使用される融雪剤、及び凍結防止剤などについても十分な検討が必要であるが、このガイ
ドでは海岸地域の耐塩害についてだけ考慮する。

3. 耐塩害レベル　耐塩害レベルは次の2段階とする。
a）重耐塩：常時、飛来塩分が高濃度の地域に求められるレベル
b） 耐塩：常時、飛来塩分があり、気象条件により高濃度になることのある地域に求められるレベル
　 それぞれのレベルを適用する地域は、海岸からの距離で単純に線引きできるものではな
い。飛来塩分は海岸線の状況（外海、内海、港湾、砂浜など）、海抜高さなどにより複
雑に影響を受けるため、地域特性によりレベルを判断せざるを得ない。既存の周辺諸
設備の発錆状況などを考慮して、受け渡し当事者間で協議、決定することを推奨する。

4.使用材料と表面処理
4.1 使用する照明器具、照明用ポールの材料に対する表面処理は、表1に示す塗料の
特性を考慮して適切なものを選定する。

4.2 塩害を受けると予想される地域に使用する照明器具、照明用ポールの材料及びその
表面処理は、設置される地域の塩害レベルにより表2、表３から選定する。

4.3 表2、表３に示す上塗り塗料は、密閉タイプの照明器具については外郭用、照明用
ポールについては外面用の塗装に用いる。

4.4 上塗り塗料の特性を生かすには下地処理の影響が大きく、表2及び表3に示す塗料
の耐塩害レベルに対応した特性を得るには、その塗料に適した下地処理を施すこと
が必要である。

4.5 表1に示した塗料については、膜厚及び塗り回数により耐塩害レベルに大きく影響す
る場合がある。表2及び表3に素材別に推奨する塗装仕様を記載したが、実使用環
境下で要求される耐塩害レベルに合わせて当事者間で決定することが望ましい。

5.施工及び維持管理方法について
a） 海に隣接した地域で、高架下などの雨水のかからない場所に設置される場合は、付    
着した塩水飛沫が雨水により洗い流されないため、腐食が促進されることがある。定
期的な清掃により塩分の洗い流し作業を実施する。

b） 照明用ポールの地際部は腐食しやすいため、基礎を地表に必ず出し、勾配をつけるな
ど水切り対策を施すことが望ましい。

c）  輸送、施工又は使用中についたキズは速やかに補修塗装を実施する。
d）  照明用ポール基礎のコンクリート骨材中に塩分が含まれていないよう配慮する。

6.その他塩害に対する留意点
a） 開放タイプの照明器具では、塩分の付着によるソケット部などの絶縁低下に対する処
置を考慮する。

b） 密閉タイプの照明器具では、ランプ交換、清掃などメンテナンスの際に開閉する部分
のパッキンの材質は、耐候性を考慮したものを選定する。

c）  塩害地域で、かつ重工業地帯と重なる場所は、耐薬品性なども考慮する。
d） 接合部に使用するボルト類は、溶融亜鉛めっきボルト又はSUS304以上のものを
使用する。

塗料
記号

塗装
方法

焼付 ● ◎

◎

◎

◎

○

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

◎

△

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

△

○

○

○

○

△

◎

◎

△

◎

◎

○

◎

◎

◎

○

◎

○

△

中

7～10年

7～10年
7～10年

7～10年

7～10年
7～10年

ー

15～20年
15～20年

3～5年

中
中
中
中
高
高
中
中
低

● ●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

焼付
常乾
焼付
焼付
焼付
常乾
焼付
常乾
常乾

塗膜
硬度

光沢
保持性

照明
器具 ポール コスト耐塩性 白亜化

ポール
塗り替
え年数

アクリル樹脂系塗料

材　料　名

A

B

C
D

E

F

G

ポリウレタン樹脂系塗料

ポリエステル樹脂系塗料
エポキシ変成メラミン樹脂系塗料

フッ素樹脂系塗料

アクリルシリコン樹脂系塗料

フタル酸樹脂系塗料

記号の意味は次の通り。 　　●：適用可　☆：特優　◎：優　○：良　△：可

表.1　耐塩塗料特性表

 
   

注記1

注記2
注記3

注記4

 

光沢保持特性及び白亜化については防錆に加えて、見映えを重視する公園などに設置する場合に特に
配慮する。（白亜化とは塗装面の光沢がなくなり、白土のような表面になる現象をいう。チョーキングともいう）
塗膜硬度は砂などが海からの風で絶えず吹き付けられる場所に設置する場合に考慮する。
コストについては、塗装材料費だけでなく工程、設備の状況などにより影響を受けるため、目安としての表現
とした。
一般的に焼付塗装された照明器具の場合、設置後に補修塗装されることは稀で、補修塗装が行われずに
耐用年数10年で使用終了することを前提としていることから、塗替年数はポールのみとした。
（耐用年数とは、錆が発生しても機能上、安全上問題が無く使用できる期間をいう。）

 

耐塩害
レベル

重耐塩

SUS304
ADC、AC
板・形材など

ADC・AC
板・形材など
皮膜処理材
処理鋼材

SUS304又はSUS430

鋼  材

鋼  材 鋼  材

鋼  板

アルミ
合  金

アルミ
合  金

A、B、C、E又はF 溶剤系塗料の場合は、2回焼付塗装を推奨とする。

溶剤系塗料の場合は、2回焼付塗装とする。

溶剤系塗料の場合は、2回焼付塗装を推奨とする。
溶剤系塗料の場合は、2回焼付塗装を推奨とする。

A、B、C、E又はF
A、B、C、E又はF

溶融亜鉛めっき後

より高い防錆性能を要求される場所には、溶融
亜鉛めっき後、塗装を推奨する。

より高い防錆性能を要求される場所には、溶融
亜鉛めっき後、塗装を推奨する。

亜鉛めっき鋼鈑又は同等以上のコーティング。
アルマイト処理又は同等以上のコーティング。

A、B、C、E又はF

溶融亜鉛めっき後
A、B、C、D、E又はF

A、B、C、D、E又はF

A、B、C、D、E又はF

溶融亜鉛めっき

A、B、C、E又はF
A、B、C、D、E又はF
無塗装
A、B、C、D、E又はF

溶融亜鉛めっき

耐塩

照 明 器 具 材 料 備 　 　 考表面処理
（表1の塗料記号）

表.2　照明器具の材料及び表面処理

 塩害についての注意事項

耐塩害
レベル

重耐塩

SUS316又はSUS304

鋼  材

鋼  材

アルミ合金

A、B、C、E又はF

A、B、C、E又はF

溶融亜鉛めっき後

より高い防錆性能を要求される場所には溶融
亜鉛めっき後、塗装を推奨する。

A、B、C、E又はF

溶融亜鉛めっき後
A、B、C、E、F又はG

A、B、C、E又はF
A、B、C、E又はF

溶融亜鉛

注 道路、広場などに設置されるテーパーポールの表面処理は、JIL 1001「照明用テーパーポール（鋼製）」による。

めっき

耐塩

ポール材 料 備 　 　 考表 面処理
（表1の塗料記号）

より高い防錆性能を要求される場所には
SUS316を推奨する。

アルミ合金
SUS304

表.3　照明用ポールの材料及び表面処理

a）

a）

a）
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安全に関するご注意

表1 適正交換時期の目安

■経過年数別腐食状態

JIS C 8105-1：2010「照明器具-第1部：安全性要求事項通則」解説より

一般社団法人 日本照明工業会
「鋼製照明用ポール点検・診断のおすすめ」より

使用時間 1,500時間／年（5時間／日） 5,000時間／年（17時間／日）

交換時期（年）

電　圧使
用
条
件

定格 105% 定格 105%

温度（℃）

主な用途 体育館・会議室 工場（2交替）

30以下

15 10 14 7 6 3 4 2

40 30以下 40 30以下 40 30以下 40

 照明器具の保守・点検について

 照明器具の寿命について

 ポールの寿命について

※当社ホームページ（www2.panasonic.biz/es/lighting/shisetsu/
renewal/shoumei/rn/03/index.html）でも［保守点検について
（安全チェックシート）］として公開しておりますのでご活用ください。
右図は［非住宅一般用・CLX2021BA］ですが、これ以外にも［非
住宅特殊環境用］、［屋外用（高所取付等）］、［昇降装置用］なども
準備しております。

※点検されないで長期間使い続けると稀に落下・感電・発煙・火災な
どに至る場合があります。

■照明器具の寿命診断制度
　さらに詳細な判定が必要な場合には、照明器具の寿命診断を有料にて
　承ります。最寄りの当社営業所までお問い合わせください。

0

0 5 10 15

0
20
40
60
80
100

1 2 3 54
累積点灯時間（万時間）

磨耗故障期
平均的耐用年限

累積点灯年数（10時間/日、年間3,000時間点灯）

累
積
故
障
率（

　）
%

寿命期

器具耐用の限度

図1 照明器具の累積故障率

■照明器具（=安定器）の累積故障率
 JIS C 8105-1：2010「照明器具-第1部：安全性要求事項通則」解説より

電気用品には絶縁物を使用する関係上、劣化に伴い約10年を寿命としています。
10年以上経過した照明器具について器具取り替えをお願いします。

鋼製照明用ポールは、設置場所、気象条件および交通量などの使用環境によるストレスにより、腐食や金属疲労などの経年劣化を起こします。
経年劣化が進行したポールをそのまま使用し続けると大事故に至る可能性があります。日頃の点検・補修などの適切な処置および早めの交換をお願いいたします。

1年に1回は「安全チェックシート」に基づき自主点検してください。
3年に1回は工事店などの専門家による点検をお受けください。

●照明器具を常温（25±15℃）の環境で定格電圧で集団使用されている
場合の使用期間と累積故障率との一般的な関係は図1のとおりです。
●電気用品の技術基準の電気絶縁材料の性能の限界の40,000時間
は平均的なものであり、実際に電気部品となったときは、諸条件が影
響し、30,000時間くらいから磨耗故障期に入るとされています。

日本照明工業会の寿命説明
●設置後10年が、照明器具の点検&交換の目安です。
※10年を過ぎた照明器具は外観だけでは判断できない劣化が進んでいます。
※ 安定器が絶縁劣化によって発煙する、コイルの異常発熱による断線、コンデン
サの破損などが報告されています。
安全を考え、早めの点検・交換を心掛けてください。

●鋼製照明用ポール設置後、6～10年でラ
ンクA（危険）に至るような腐食進行したも
のが見受けられます。設置環境状況や、メ
ンテナンス状況により腐食程度が大きくば
らつきます。
●定期的な点検・補修を行うことによりトラブ
ルを未然に防ぐことができます。

100%

0～5年
（87本）

6～10年
（61本）

11～15年
（22本）

16～20年
（40本）

21～25年
（86本）

26～30年
（131本）

31～35年
（96本）

経過年数
（調査本数）

90%

80%

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%

■特に異常なし　■ランクB（劣化進行）およびランクC（劣化軽微）　■ランクA（危険）

チェックシート〈非住宅一般用〉 チェックシート〈屋外用照明器具固定構造部材〉

ビニル電線被覆が熱のために変形し、もろくなっています。このまま
使用を続けると発煙・発火などの危険を招くことになります。

寿命末期の安定器内部

ポールの腐食した例
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※直角85°方向の光度から推定してもよい。

鉛直角85°以上の輝度※

照明器具の高さ

鉛直角85°方向の光度

20,000 cd／ｍ2以下

4.5ｍ未満

2,500cd以下

4.5～6.0ｍ

5,000cd以下

6.0～10ｍ

12,000cd以下

総合効率

50 lm／Ｗ以上

60 lm／Ｗ以上

ランプ入力電力

200Ｗ未満

200Ｗ以上

本来暗い場所を伴う
領域：国立公園、際
立った自然景観を持
つ領域

周辺の輝度が低い領
域：一般的に市街地
および田園地帯の外
側の領域（地所に宅
地道路基準で照明さ
れる道路が含まれる
場合）

周辺の輝度が中間的
な領域：一般的に市
街地 

周辺の輝度が高い 
領域：一般的に宅地
と商業地が混在する
市街地で夜間の活動
が多い領域

※照明領域ⅢおよびⅣの上方光束比率は暫定的に許容される範囲を示します。
※照明環境Ⅳは短期的な対策に限られ、長期的・広域的な目標としての選択は望ましくないとされています。

照明環境
類型

照明環境Ⅰ
｢あんぜん｣の
照明環境

照明環境Ⅱ
｢あんしん｣の
照明環境

照明環境Ⅲ
 ｢やすらぎ｣の
照明環境

照明環境Ⅳ
｢たのしみ｣の
照明環境

上方光束比

照明器具
の例

該当する
照明器具
の表示

対象
イメージ

●自然公園 
●里地・田園

●里地・郊外 ●地方都市 
●大都市および周辺

●都市中心部

０％ ０～５％ ０～15％※ ０～20％※

CIE
（国際照明
委員会）
による
環境地域

上方光束比

0 0～5
上方光束比

5～15
上方光束比

15～20
上方光束比

水銀灯

高圧ナトリウム灯

セラメタ

セラメタプレミアSPD

エバーライト50

エバーライト140

ランプ

ＨＦ４０Ｘ
ＨＦ１００Ｘ
ＨＦ２５０Ｘ
ＨＦ４００Ｘ
ＭＦ１００・Ｌ/ＢＤ
ＭＦ２５０・Ｌ/ＢＤ-ＳＣ-2
ＭＦ４００・Ｌ/ＢＤ-ＳＣ-2
ＮＨ７０Ｆ
ＮＨ１１０Ｆ・Ｌ
ＮＨ２２０Ｆ・Ｌ
ＮＨ３６０Ｆ・Ｌ

MT150C-WW-SPD

MT１５０CE-ＬW-KA
　　　ー
　　　ー　

ランプ全光束
（lm）

1,400
4,200
12,700
22,000
6,000
24,000
43,000
6,200
10,600
25,000
45,000

18,800

14,500
4,550
13,300

51
114
260
415
114
260
415
85
125
240
385

163

170
55
155

27.5
36.8
48.8
53.0
52.6
92.3
103.6
72.9
84.8
104.2
116.9

115.3

85.3
82.7
85.8

×
×
×
×
○
○
○
○
○
○
○

○

○
○
○

安定器入力電力
（Ｗ）

総合効率
（lm／Ｗ）

推奨

マルチハロゲン灯

（水平点灯時）

（１）照明率

（２）上方光束比

（３）グレア

（４）省エネルギー

ランプ光束

器具効率

照明率

照明領域

電流

器具光束

光源

下方光束

照明器具

漏れ光

障害光

障害光

障害光

不快光・グレア

動植物への影響

上方光束

夜空の明るさ
への影響

■評価項目

「光
ひかりがい

害対策ガイドライン」の概要

平成10年3月、環境庁（現環境省）により「光害対策ガイドライン」
～良好な照明環境のために～が策定されました。（平成18年12月改訂）
「光

ひかりがい

害」とは、良好な「光環境」の形成が、人工光の不適切あるいは配
慮に欠けた使用や運用、漏れ光によって阻害されている状況、またはそ
れによる悪影響のこと。都市化や交通網の発達で屋外照明が増え、過
剰に使用されることが多くなった結果、日常生活やさまざまな活動、野生
の動植物や農作物などに悪影響を与えると指摘されていました。
「光害対策ガイドライン」は、社会的状況や自然環境といった地域特性
に即した屋外照明のあり方を設定し、光害を抑えて、良好な照明環境
の実現をめざすものです。また、効率的な照明で消費電力を抑えること
は、火力発電などからの二酸化炭素排出量の削減につながるため、地
球温暖化対策の一助となることが期待されています。ここでは、街路照
明器具に絞って「光害対策ガイドライン」の内容の一部を抜粋してご
紹介します。

「光
ひかりがい

害対策ガイドライン」では

街路照明器具を対象に、光害を抑える照明器具
の推奨基準として4項目が設定されています。
これらの基準は、ＪＩＳや各種技術指針などの既存
基準を踏まえた上で、光害抑制の観点から、「漏
れ光」の抑制など街路照明器具単体として配慮
すべき事項がまとめられたものです。

①照明率

②上方光束比

照明率が低いと漏れ光が多くなり、人や動植物に悪影響を及ぼす障害光が多くなりま
す。そこで、照明率が高くなるような機器の設置が推奨されています。

光害対策ガイドラインでは、照明環境類型（Ⅰ～Ⅳ）とそれにふさわしい上方光束比が設定
されており、照明器具を設置する地域全域（主として市町村単位）に共通の照明環境類
型を広域目標として選択します。
基本となるのは照明環境Ⅱ（「あんしん」の照明環境）で、使用する街路照明器具は、設置
された状態で上方光束比０～５％であることが推奨されています。ただし、すぐに推奨基
準の達成が難しい繁華街などの地区は、地区内に限った暫定的な対策として、上方光
束比０～15％または０～20％を短期的目標とすることも可能です（照明環境Ⅲ、Ⅳ）。
また、特別に自然環境への地域が必要とされる地区については、広域目標としての照明
環境類型より高い目標を適用し、上方光束比を０％とすることができます（照明環境Ⅰ）。

■地域特性に応じた照明環境類型と上方光束比

③グレア
①基本的には、既存ＪＩＳ、技術指針に従う。
②ハイウェイ灯の場合は、JIS C8131「道路照明器具」における光特性の項目に従う。
③ 街路灯などは、照明学会・技術指針「歩行者のための屋外公共照明基準」における
グレアの制限の項目に従う。
④ 設置条件に応じて、環境への影響の有無を「屋外照明等設置チェックリスト」で確認
する。

⑤ ＨＩＤランプを使用する場合には、器具の透過材を通して通常の通行に際し、光源が目
に入らないように配慮する。
　 基本的には、既存ＪＩＳ、技術指針に従いますが、グレアによる環境への影響は条件で
変わることが考えられるため、「屋外照明等設置チェックリスト」で再度、環境への影響
を検討する必要があります。　　

■ 照明学会「歩行者のための屋外公共照明基準」における「グレア制限」の項目
（取り付け高さ10ｍ未満のもの）

④省エネルギー性
① 省エネルギー性の高い光源を使用
する（総合効率の向上）。

注） 総合効率とは、ランプの全光束を安定器の入
力電力で割った値。（lm/W）

■街路照明機器の効率（推奨値）

注） 高圧ナトリウム灯、マルチハロゲン灯などを推奨。
基本的には水銀灯は推奨しない。

⑤その他／特殊事例における配慮事項
以上の推奨基準を満たしても、居住者、天体観測への影響、動植物・生態系への影響が
大きいと懸念される地域・状況においては、個別事情に応じて、フード、ルーバ、遮光板など
を設置するなどの追加装備による対策を行う。

■ランプの総合効率例（200Ｖ）

光害への配慮

C253

屋外照明器具の使用に関しての留意点
光害への配慮
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φ
60
.5

120（ポール挿入寸法）

24
5

662 509

20
5

 エバーライト140（器具組込時の光色：昼白色タイプ） 
   エバーライト  XY5887   23 

  （   灯具  ・  YEV42954   ＋   発光体  ・  YK99941   ）  
 A  希望小売価格   222,000  円  （税抜） 

  仕様  
   ●    エバーライト140（白色発光体）1灯    
   ●   電 圧：   100  ～  242  V対応   
   ●   本 体  ：   アルミダイカスト

  （  シルバーメタリック  ）   
   ●   前面パネル  ：   アクリル  （  透明プリズム  ）   
   ●   インバータ内蔵   
   ●   耐雷サージ強化仕様   
   ●   落下防止ワイヤー付   
   ●   耐風速60m／sec仕様
（適合ポールとの組み合わせの場合）   
   ●   重  13.5  kg    
   備考  
   ●   適合アーム：   YD536  

  YDX616  
  YDX617   

   ●   適合ポール： 建電協仕様標準ポール
（先端アダプター仕様確認要）   

   ●   器具組込時の光色は周囲温度25℃の場合です。   
      注） アーム・ポールは別途ご手配ください。   
   注） 建電協仕様直線ポールと組み合わせる場合は専
用アームYD536を使用してください。   

   注） 必ずポールの仕様をご確認ください。
（耐風速が異なる場合があります。）    

 防雨型 

KK-050046-V

優れた高効率性能で節電に貢献1

※水銀灯250形器具（200V）との比較
※年間点灯時間：4,000時間
※CO2排出係数：0.43kg-CO2/kWh＊

＊ 出所先：環境省/「CO2みえ～るツール」

器具台数：1台あたりCO2削減量 電力削減量

約181kg-CO2/年 105W

■建設電気技術協会仕様標準ポール
　との組み合わせ
※アーム先端に加工が必要です。

エバーライト
XY5887

エバーライト
XY5887

アーム
YDX616

アーム
YD536

電力柱取付バンド
YK22842

■電力柱取付の場合

エバーライト
XY5887

ポール ポール

 エバーライトXY5887取付例 

エバーライト140
（白色4200K） 85.8 Im/W （13,300 Im･155W）

水銀灯250形 48.8 Im/W 約76％up

■総合効率比較（AC200Vの場合）

 （12,700 Im･260W）

■光源特性比較表（AC200Vの場合）

光束（lm）

入力電力（W）

寿命（h）

13,300

155

60,000

（白色） 水銀灯250形

12,700

260

12,000

   YD536   23 

 A  希望小売価格   49,500  円  （税抜） 

  仕様  
   ●   ア ー ム  ：   鋼管： 溶融亜鉛メッキ後塗装          

  （  シルバーメタリック  ）   
   ●   重  5.0  kg    
   備考  
   ●   適合灯具：   エバーライトXY5887   
   ●   適合ポール： 建電協仕様標準ポール（直線形）   

φ
60
.5

20
0

12
0

ポ
ー
ル
挿
入
寸
法

適合ポール径
φ60.5φ76

715

（エバーライトＸＹ5887+アームYD536）

■ 電力柱共架アーム 

 （前面開口タイプ） 

   YDX617  　A  23 

  仕様  
●  本体  ：   鋼管  （  溶融亜鉛メッキ仕上  ）   　●      重  9.8  kg    
   備考  
           ●   収納可能安定器寸法　幅108・高111・長420以下1台   
   ●   HBブレーカ内蔵可能   
   ●   電力柱には取付バンドYK22842で取り付けて
ください。（取付バンドは2本必要です。）   
   ●   納期および価格については、お取引先にお問い
合わせください。   
    注） ポールタイプには使用できません。    

φ
60
.5

38
0

φ139.8

φ28穴�

接地端子位置�

59
0

381

   YDX616　A    23 

  仕様     
●   本体  ：   鋼管  （  溶融亜鉛メッキ仕上  ）      　●   重  8.6  kg    
   備考     

        ●   収納可能安定器寸法　幅108・高111・長420以下1台   
   ●   HBブレーカ内蔵可能   
   ●   電力柱には取付バンドYK22842で取り付けて
ください。（取付バンドは2本必要です。）   
   ●   高圧ナトリウム灯東電認定についてはお取引先
にお問い合わせください。   
   ●   納期および価格については、お取引先にお問い
合わせください。   
    注） ポールタイプには使用できません。    

φ
60
.5

38
0

12
3

59
0

φ139.8

259

381

 （下面開口タイプ） 

 ■ポール取付用アーム 

   YK22842 

 A  希望小売価格   2,500  円  （税抜）    

  仕様  
   ●   電力柱外径：φ230～φ320用   
●  重  1.3  kg 

■電力柱用取付バンド

道路交通
照明 エバーライト道路照明器具 商品WEBサイト

エバーライト

  在庫区分：  E  …常備在庫品　  A  …工場在庫品　  B  …受注品／  D  …ランプ付希望小売価格でランプ同梱包　  C  …ランプ付希望小売価格でランプ別梱包  
   希望小売価格には消費税は含まれておりません。希望小売価格表示のない商品の納期および価格については、お取引先にお問い合わせください。 C274

道路交通照明器具の使用に関しての留意点

安全に関するご注意

海岸地帯※1または塩素を使用し
ている屋内プールなど
（耐食処理を施した照明器具・アー
ム・ポールは使用できます。）

ポール内には水が溜ま
りやすいので充分な水
抜き施工を行い、川砂
を地面より上部（砂側
が高くなるように）まで
入れてください。

ポール地際部の
腐食防止のため、
必ずコンクリート
根巻きをしてくだ
さい。

砂利

川砂

水
抜
き

●照明器具には寿命があります。設置して１０年※経つと、外観に異常がなくても内部の劣化は進行しています。点検・交換してください。
●ご使用の前に、「取扱説明書」をよくお読みいただくか、お買い上げの販売店または専門施工店にご相談の上、正しくお使いください。
●商品には安全にお使いいただくための注意シールが貼ってあるものがあります。ご使用の際はご確認の上、正しくお使いください。
●「安全に関するご注意」については、巻末の「照明器具の正しい使い方」にも記載しておりますので、ご一読ください。
※使用条件は周囲温度30℃、1日10時間点灯です。（エバーライトの場合15年：使用条件は周囲温度30℃、1日10時間点灯です。）

■下記の使用禁止場所や施工内容をお守りください。誤って使用されますと器具落下、感電、火災などの原因となります。
　また、照明器具には個別の注意事項がありますので、承認図などでご確認ください。

道路交通照明器具の使用禁止場所 道路交通照明器具の施工時のご注意

※1 海岸地帯の目安は　　　　　を参照

D119頁

D126頁

ポール

コンクリート
根巻き

商品WEBサイトへのアクセスについて A5頁エバーライトの特長詳細は C254頁
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商品WEBサイト
エリアルクス

※電力柱、鋼管ポールに取り付けの場合
　は、適合のオプションをご使用ください。

設置場所の風の影響に適した耐風
速仕様の器具をご使用ください。

湿度の高い場所や
腐食性ガスが発生
する場所

※使用条件は周囲温度30℃、1日10時間点灯です。（エバーライトの場合10年：使用条件は周囲温度30℃、1日10時間点灯です。）

■下記の使用禁止場所や施工内容をお守りください。誤って使用されますと器具落下、感電、火災などの原因となります。
　また、照明器具には個別の注意事項がありますので、承認図などでご確認ください。

防犯灯の使用禁止場所 防犯灯の施工時のご注意
海岸地帯※1または塩素を使用し
ている屋内プールなど
（耐食処理を施した照明器具・アーム・
ポールは使用できます。）
※1 海岸地帯の目安は　　　　　  を参照

防犯灯の使用に関しての留意点

温泉泉

●照明器具には寿命があります。設置して１０年※経つと、外観に異常がなくても内部の劣化は進行しています。点検・交換してください。
●ご使用の前に、「取扱説明書」をよくお読みいただくか、お買い上げの販売店または専門施工店にご相談の上、正しくお使いください。
●商品には安全にお使いいただくための注意シールが貼ってあるものがあります。ご使用の際はご確認の上、正しくお使いください。
●「安全に関するご注意」については、巻末の「照明器具の正しい使い方」にも記載しておりますので、ご一読ください。

安全に関するご注意

近年、安全神話の崩壊が叫ばれる中、犯罪を少しでも減らして地域住民、特に
高齢者・女性・子供が、安全・安心に暮らせる街づくりのために、全国で住民・自治体・
警察が連携して防犯推進運動を展開しています。
当社は「 （エリアルクス）」の考え方を基に「照明」による環境の整備を
推進し、あなたの街の防犯対策をお手伝いいたします。

あなたの街は、夜道が暗くて不安を感じることはありませんか？
ひったくりやちかん、自動車盗難で危険を感じることはありませんか？

「ただ道路を明るくするだけでは犯罪不安は軽減できません」

あかりで創る街のセキュリティ

「犯罪不安の多くは道路周辺の暗がり」

エリアルクス

場所ごとに応じた、適切なあかりを得ることが重要です

道路・交差点、駐車場、公園、学校周辺な
ど、それぞれの場所に応じた、適切な明る
さの基準があります。その基準をクリアす
るとともに公園、駐車場など道路周辺の
暗がりを無くすことが重要です。

街の様子が見えること。
それが照明にできる安全への第一歩。

■ひったくりの時間帯発生状況
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出典：警察庁（平成17年）

■自動車盗難の時間帯発生状況
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自動車盗難は
夜間に最も多い

安全・安心の街づくりのために「照明」ができること。

場所によって適切な明るさの基準があります。
警察庁「安全・安心まちづくり推進要綱」 各部位別ごとに応じて、こまかく照度基準が定められています。

※東京都「安全・安心まちづくり条例」大阪府「安全なまちづくり条例」などでも同様の明るさ基準を設定。
数値は平均水平面照度を表します。 ※出典：警察庁「安全・安心まちづくり推進要綱」より抜粋
50 lx…10m先の人の顔・行動が明確に識別でき、誰であるか明確にわかる程度以上の照度     20 lx…10m先の人の顔・行動が識別でき、誰であるかわかる程度以上の照度   3 lx…4m先の人の挙動・姿勢等が識別できる程度以上の照度

3 lx以上道 路

2 lx以上駐車・
駐輪場

10 lx以上

3 lx以上●駐車・駐輪場

駐車場
（500㎡以上） ●駐車エリア

●車路

公園・
公衆トイレ 50 lx以上●公衆トイレ周辺

3 lx以上●公園内
50 lx以上

● 共用玄関の内側
● 共用メールコーナー
● 共用玄関の存する階のエレベータホール
● エレベータ内（かご内）

20 lx以上
● 共用玄関の外側
● 共用玄関以外の共用出入口
● 共用玄関の存する階以外のエレベータホール
● 共用廊下・共用階段

3 lx以上
● 自転車置場・オートバイ置場
● 駐車場  ● 歩道・車道などの通路
● 児童公園
● 広場または緑地など

共同住宅

防犯街づくりにおける公共施設等の整備・管理に係る留意事項
第2留意すべき事項　　1　「人の目」の確保（監視性の確保）
多くの人の目（視線）を自然な形で確保し、犯罪企図者に「犯罪行為を行えば第三者に目撃されるかも知れない」と感じさせることにより犯罪抑止を図る。このため、具体的には、以下のような事項に留意する。

（1）照度
　　①　基本的事項

イ　夜間において人の行動を視認できるよう、道路、公園、駐車場（※1）、駐輪場等の
　公共的な空間において、光害にも注意しつつ防犯灯、街路灯等により必要な照度
　　（※2）を確保することが望ましい。
ロ　公衆便所については、建物の入口付近及び内部において人の顔、行動を明確に
　識別できる程度以上の照度（※3）を確保することが望ましい。

（参考）
※1 駐車場法施行令第13条では、自動車の駐車の用に供する部分の面積が500㎡以上の建築物である路外駐車場の照明
装置に関して、自動車の車路の路面 10ルックス以上／自動車の駐車の用に供する部分の床面 2ルックス以上と規定している。

※2「人の行動を視認できる」ためには、4m先の人の挙動、姿勢等が識別できることを前提とすると、平均水平面照度（地面又
は床面における平均照度。以下同じ。）が概ね3ルックス以上必要である。

※3「人の顔、行動を明確に識別できる」ためには、10メートル先の人の顔及び行動が明確に識別でき、誰であるか明確に分か
ることを前提とすると、平均水平面照度が概ね50ルックス以上必要である。

防犯まちづくり関係省庁協議会より

ひったくり・自動車盗難は夜間に多発しています。

D119頁

D126頁

2　7…長寿命・省電力のＬＥＤを主照明にした、高品質、快適性、先進性を備えた商品群です。    23  …先端技術・優れたデザイン性などを持ち合わせた商品群です。 24  …    社会のトレンドに即したニーズにお応えできる商品群です。  C285

防犯灯 あかりで創る街のセキュリティ
エリアルクス
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安全に関するご注意

くぼ地など冠水する恐れのある場所       金属製車輪や重量
運搬車および一般乗
用車の通る場所      

ポール内には水が溜
まりやすいので充分
な水抜き施工を行
い、川砂を地面より
上部（砂側が高くなる
ように）まで入れてくだ
さい。

フットスタンドの施工には必ず埋込ボックスを使用してください。
YYY90165の例
●埋込ボックスは下面開放です。必ず排水処理管を施工してください。
●人が容易に触れる場所に設置される場合は、照明器具が動かないように、 
　埋込ボックスをモルタル等で固定してください。

海岸地帯※1または塩
素を使用している屋内
プールなど
（耐食処理を施した照明
器具・アーム・ポールは
使用できます。）

除雪作業を行う場所
（器具破損の恐れ）

埋込ボックス内は水が
溜まりやすいので充分
な水抜き施工を行って
ください。

HIDと白熱灯の地中埋
込器具はガラス面が高
温となりますので、人が
触れる恐れのある場合
は、ガードなどで保護し
てください。

建物周辺部照明器具の使用禁止場所

建物周辺部照明器具の施工時のご注意

ローポールライト フットスタンド

砂利

川砂

水
抜
き

水抜き施工

埋込
ボックス

埋込
ボックス

水抜き施工

●照明器具には寿命があります。設置して１０年※経つと、外観に異常がなくても内部の劣化は進行しています。点検・交換してください。
●ご使用の前に、「取扱説明書」をよくお読みいただくか、お買い上げの販売店または専門施工店にご相談の上、正しくお使いください。
●商品には安全にお使いいただくための注意シールが貼ってあるものがあります。ご使用の際はご確認の上、正しくお使いください。
●「安全に関するご注意」については、巻末の「照明器具の正しい使い方」にも記載しておりますので、ご一読ください。
※使用条件は周囲温度30℃、1日10時間点灯です。（エバーライトの場合15年：使用条件は周囲温度30℃、1日10時間点灯です。）

※1 海岸地帯の目安は　　　　　を参照

■下記の使用禁止場所や施工内容をお守りください。誤って使用されますと器具落下、感電、火災などの原因となります。
　また、照明器具には個別の注意事項がありますので、承認図などでご確認ください。

建物周辺部照明器具の使用に関しての留意点

排水処理管
（別途）保護管（別途）

埋込ボックス

BBQ351-06写真はイメージです。
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  在庫区分：  E  …常備在庫品　  A  …工場在庫品　  B  …受注品／  D  …ランプ付希望小売価格でランプ同梱包　  C  …ランプ付希望小売価格でランプ別梱包  
   希望小売価格には消費税は含まれておりません。希望小売価格表示のない商品の納期および価格については、お取引先にお問い合わせください。 C292
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